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研究要旨 

小児の顕微鏡的大腸炎と原因不明の小腸潰瘍症、特に非特異的多発性小腸潰瘍に関しては小

児における国内での報告は皆無であるが海外の報告例は散見される．小児科領域での当該疾

患の我が国における実態は不詳 ．近年小児でも簡便に小腸の異常を検査できるカプセル内視

鏡の普及により医療現場の実態が大きく変わってきている．以上の背景のもと小児希少難病

領域において我が国における当該疾患の小児領域の実態調査を行った．本邦では報告例がな

いために海外の報告例や文献を検討し一時アンケートの作成を行った。 学会の学術委員会な

どに承認の依頼 を得たうえで、日本小児栄養消化器肝臓学会の会員、 日本小児外科学会へ

一次アンケートの依頼を発送し、我が国における当該小児疾患の初の実態調査を行った。ま

だ一次調査の途中であるが、予想以上に多くの症例がいることが寄せられている．今後は一

次調査を終えて、各症例についての詳細な二次調査を行う予定である。 
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Ａ．研究目的 

小児の顕微鏡的大腸炎と原因不明の小腸

潰瘍症、特に非特異的多発性小腸潰瘍に関

しては小児における国内での報告は皆無

であるが海外の報告例は散見される

（ Wael El-Matary et al. Dig Dis Sci, 

2010）。顕微鏡的大腸炎はプロトンポンプ

阻害剤（PPI）と免疫抑制の投与によるも

のが主な原因とされている。小児科領域で

の経験例が知られているが我が国におけ

る実態は不詳 。また、小腸疾患に関して

は小児ではこれまで容易に検査する方法

がなく放置されることが多かったと推測

されるが、近年小児でも簡便に小腸の異常

を検査できるカプセル内視鏡の普及によ

り医療現場の実態が大きく変わってきて

いる．以上の背景で小児希少難病領域にお

いて我が国における当該疾患の小児領域

の実態調査をする価値は高いと考えられ、

その実態調査を行うことを本研究の目的

とした。 

 

Ｂ．研究方法 



本邦では報告例がないために海外の報告

例や文献を検討し一時アンケートの作成

を行った。 学会の学術委員会などに承認

の依頼 を得たうえで、日本小児栄養消化

器肝臓学会の会員（担当：位田先生）、 日

本小児外科学会（担当：内山先生）へ一次

アンケートの依頼を発送した。アンケート

の内容は以下のとおりである。 

アンケート調査のお願い 

アンケート項目 

１．原因不明の小腸の潰瘍性病変の患者さん

の経験がおありでしょうか。 

（たとえば非特異性多発性小腸潰瘍など。ク

ローン病や潰瘍性大腸炎、感染症、薬剤性で

はない） 

 

  回答 有り 無し  

（どちらかに○を付けてください） 

 

２．内視鏡などで特別な器質的所見を認めな

い原因不明の慢性の下痢の患者さんの経験

がおありでしょうか。（たとえば免疫不全症

に見られるmicroscopic colitis など、クロ

ーン病や潰瘍性大腸炎、感染症、薬剤性、過

敏性大腸炎などでない） 

 

  回答 有り 無し  

（どちらかに○を付けてください） 

 

対象は小児（18歳以下）に限ります。 

 

付記 

１． 原因不明の小腸潰瘍とは臨床的に種々

の検査をしたが、 感染症やベーチェッ

ト病やクローン病、あるいは薬剤起因性 

の腸管障害でない慢性の原因不明の小

腸の潰瘍性病変を 指します。あくまで

第一次調査ですので原因がわからなか

った 小児小腸潰瘍のご経験がおありで

したら「経験あり」としてくださってい

ただければ幸いです。 

２．  顕微鏡的大腸炎とは、感染症の除外や

炎症性腸疾患などの 器質的疾患が除外

され、慢性の下痢症状で内視鏡等の画像

検査 で異常所見を認めない生検病理な

どでは大腸上皮に膠原繊維の 増生をみ

とめるcollagenous colitisやリンパ球

の集族を認める lymphocytic colitis

などが知られております。原因は不明で

すが 消炎鎮痛薬によるものプロトンポ

ンプ阻害薬によるものなどの 薬剤性も

知られております。海外では免疫不全症

の小児で 本疾患が報告されております

が本邦の実態は不明です。 

 

 

Ｃ．研究結果 

小児外科学会  

一次アンケート途中結果（平成25年 1月

16日 11時現在）140施設発送 

   

原因不明の小腸潰瘍病変    

 あり 10、 なし 61  

   

顕微鏡的大腸炎疑い 

 あり 6、 なし 65  

 

日本小児栄養肝臓消化器学会 途中経過  

（平成25年 1月 16日 11時現在） 

 

小腸潰瘍        4例  

顕微鏡的大腸炎疑い  なし 



 

Ｄ．考察  

我が国における当該小児疾患の初の実態

調査を行った。まだ一次調査の途中である

が、予想以上に多くの症例がいることが寄

せられている．今後は一次調査を終えて、

各症例についての詳細な二次調査を行う

予定である。 

 

Ｅ．結論 

我が国で初めての小児の顕微鏡的大腸炎

と原因不明の小腸潰瘍症、特に非特異的多

発性小腸潰瘍に関しての実態調査に着手

し、一次調査を行った。 

 

Ｆ．健康危険情報 

該当なし 
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難治性便秘 第 98回日本消化器病学

会総会 ミニシンポジウム6：消化管

残された課題 平成 24年 4月 20日, 

東京 

6） 大久保 秀則，高橋 宏和，中島 淳.  

下部消化管運動障害の評価における

シネMRI の有用性の検討 第98回日

本消化器病学会総会 ミニシンポジ

ウム7：MRI の Topics 平成 24年 4

月 19日, 東京 

7） 飯田 洋、稲森 正彦、藤井 徹朗、加

藤 真吾、山田 英司、関野 雄典、酒

井 英嗣、日暮 琢磨、大久保 秀則、

遠藤 宏樹、細野 邦広、野中 敬、古

出 智子、高橋 宏和、後藤 歩、阿部 泰

伸、後藤 英司、佐藤 元、中島 淳. 

本邦における慢性偽性腸閉塞の疫学

調査『慢性特発性偽性腸閉塞症（CIIP）

の我が国における疫学・診断・治療の

実態調査（厚生労働省難治性疾患克服

研究事業）』研究班報告 第 98回日

本消化器病学会総会 一般演題（口

演）小腸IBD・その他平成24年 4月

19日, 東京 

8） 野中 敬、藤井 徹朗、加藤 真吾、山

田 英司、酒井 英嗣、大久保 秀則、

日暮 琢磨、関野 雄典、渡辺 誠太郎、

飯田 洋、細野 邦広、遠藤 宏樹、米

田 正人、古出 智子、高橋 宏和、阿

部 泰伸、後藤 英司、前田 愼、中島 淳、



稲森 正彦. シタグリプチンによる

胃排出能に及ぼす影響に関する検討 

第 98回日本消化器病学会総会 一般

演題（ポスター）胃・十二指腸病態・

機能 平成24年 4月 19日, 東京 

9） 遠藤 宏樹、酒井 英嗣、中島 淳. 低

用量アスピリン関連小腸粘膜傷害に

対するPPIの効果 第 83回日本消化

器内視鏡学会総会 ワークショップ

２W2-10 NSAIDs, LDA による小腸粘

膜傷害 5月 12日, 東京 

10） 稲森 正彦. W8-1. 内視鏡的胃内バ

ルーン留置術の現状と問題点 第 83

回日本消化器内視鏡学会総会 ワー

クショップ８ 肥満症に対する内視

鏡治療の最前線 平成 24年 5月 14

日, 東京 

11） 関野 雄典、稲森 正彦、中島 淳. 

W8-3. 日本人患者に対する内視鏡的

胃内バルーン留置術の効果 第 83回

日本消化器内視鏡学会総会 ワーク

ショップ８ 肥満症に対する内視鏡

治療の最前線 平成 24年 5月 14日, 

東京 

12） 大久保 秀則、山田 英司、酒井 英嗣、

日暮 琢磨、遠藤 宏樹、高橋 宏和、

稲森 正彦、中島 淳. 妊娠中に症状

憎悪を反復し結腸切除の検討を余儀

なくされた大腸限局型偽性腸閉塞の

一例 第 319回 日本消化器病学会

関東支部例会 （11）大腸Ⅰ 平成

24年 5月 26日, 東京 

13） Higurashi T. Capsule endoscopic 

findings of ulcerative colitis 

patients DDW2012  Poster 

May19-22,2012,  San Diego 

14） 遠渡 貴子、佐藤 高光、飯田 洋、野

中 敬、古出 智子、後藤 歩、稲森 正

彦、今城 健人、渡辺 誠太郎、米田 正

人、芝田 渉、小林 規俊、桐越 博之、

斉藤 聡、前田 愼、細野 邦広、遠藤 宏

樹、高橋 宏和、窪田 賢輔、中島 淳 . 

カプセル内視鏡および小腸内視鏡に

より診断し得たMeckel憩室出血の1

例 第 320回 日本消化器病学会関

東支部例会（16）研修医Ⅱ（小腸） 平

成 24年 7月 7日, 東京 

15） 中島 淳. 成人におけるCIPSの現状 

第 39回日本小児栄養消化器肝臓学会

（招待シンポジスト） シンポジウム

１ CIPS（Chronic intestinal 

pseudo-obstruction syndrome）をめ

ぐる諸問題 平成 24年 7月 13日, 大

阪 

16） 酒井 英嗣、遠藤 宏樹、山田 英司、

大久保 秀則、日暮 琢磨、高橋 宏和、

藤田 祐司、永瀬 肇、谷口 礼央、留

野 渉、松浦 哲也、秦 康夫、河村 晴

信、中島 淳. すべての潜在性原因不

明消化管出血に対してカプセル内視

鏡検査を施行すべきか 第 5回カプ

セル内視鏡学会学術集会 シンポジ

ウム「カプセル内視鏡の適応拡大と今

後の展望」平成24年 7月 29日, 東京 

17） 中島 淳. 患者背景を考慮した慢性便

秘への対処法―軽症から重症まで 

第 8回消化器病における性差医学・医

療研究会（特別講演） 平成 24年 8

月 4日, 京都 

18） 内田 苗利、山田 英司、高橋 宏和、

中島 淳. 男女別にみた大腸憩室炎

の疫学的背景に関する検討 第 8回



消化器病における性差医学・医療研究

会 セッション１：消化管・膵臓 平

成 24年 8月 4日, 京都 

19） 大久保 秀則、高橋 宏和、中島 淳.  

慢性偽性腸閉塞の腸管蠕動評価にお

けるシネMRIの有用性 第 54回日本

消化器病学会大会 シンポジウム14

（消化器病学会・消化器内視鏡学会・

消化吸収学会合同）機能性消化管障害

の病態と治療 平成24年10月12日, 

神戸 

20） 酒井 英嗣、遠藤 宏樹、中島 淳. 原

因不明消化管出血における小腸血管

性病変・潰瘍性病変のリスクファクタ

ー 第 54回日本消化器病学会大会 

パネルディスカッション９（消化器内

視鏡学会・消化器病学会・消化器外科

学会合同）原因不明消化管出血の診断

と治療―顕在性（Overt）vs 潜在性

（Occult）平成 24年 10月 11日, 神

戸 

21） 遠藤 宏樹、酒井 英嗣、中島 淳. 低

用量アスピリン関連小腸粘膜障害の

診断・評価におけるPPI併用の影響 

第 54回日本消化器病学会大会 パネ

ルディスカッション18（消化器内視

鏡学会・消化器病学会・消化器外科学

会合同）小腸疾患に対する診断治療の

現況と今後の展望 平成24年 10月

12日, 神戸 

22） 日暮 琢磨、高橋 宏和、中島 淳. 大

腸内視鏡検査中の映像観賞は苦痛を

軽減させるか：無作為対照試験 第

54回日本消化器病学会大会 ワーク

ショップ10（消化器内視鏡学会・消

化器病学会・消化器がん検診学会合

同）患者にやさしい大腸内視鏡検査の

工夫  平成 24年 10月 11日, 神戸 

23） Nakajima A. Colon Epithelial 

Proliferation and carcinogenesis 

in Diet Induced Obesity. The 3rd 

Asian-pacific Topic Conference 

Part7:Nutritional 

Factors(Nutritional Aspect) in GI 

Disorders Nov.3,2012, Tokyo 

24） 冬木 晶子、秦 康夫、大久保 秀則、

中島 淳、岡本 智子、河原 秀次郎.  

自己免疫性自律神経ガングリオパチ

ーに続発した結腸型偽性腸閉塞の一

例 第 322回 日本消化器病学会関

東支部例会 （6）専修医Ⅵ（下部消

化器）平成24年 12月 1日, 東京 

25） 野中 敬、日下部 明彦、関野 雄典、

飯田 洋、遠藤 宏樹、古出 智子、高

橋 宏和、後藤 英司、前田 愼、中島 淳、

稲森 正彦. ラモセトロンの胃排出

への影響について ～0.1mg 錠と 5μ

g錠を用いた検討～ 第9回日本消化

管学会総会学術集会 一般演題（オー

ラルセッション）10（胃運動）平成

25年 1月 25日, 東京 

26） 関野 雄典、飯田 洋、野中 敬、前田 愼、

中島 淳、稲森 正彦. 胃排出の遅延

がどのように症状と関連するのか：食

後愁訴症候群の症状を中心に 第 9

回日本消化管学会総会学術集会 コ

アシンポジウム3（機能性消化管疾

患：消化管運動を見直す）平成25年

1月 25日, 東京 

27） 大久保 秀則、稲森 正彦、中島 淳. 

慢性偽性腸閉塞症の消化管蠕動評価

におけるシネMRIの有用性：症例対照



研究 ワークショップ6（小腸画像検

査の進歩、普及によって小腸疾患の概

念や認識はどう変わったか？） 平成

25年 1月 26日, 東京 

28） 飯田 洋、稲森 正彦、中島 淳. 消化

管のpHを測る（小腸から大腸へ）ワ

ークショップ6（小腸画像検査の進歩、

普及によって小腸疾患の概念や認識

はどう変わったか？） 平成 25年 1

月 26日, 東京 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

1. 特許取得     なし 

2. 実用新案登録 なし 

3. その他       なし



 


